
2 スマート育種によるいちごの果実形質の選抜

スマート育種の一つであるゲノム情報から形質を予測するゲノミックセレクション（以
下、GS）法を確立し、果実形質（果実硬度、糖度、果重）が優れた交配母本を３系統育成
しました。

【研究内容・成果】【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
農業総合研究センター 生物工学研究室・028-665-7070

・いちご果実形質は、複数の遺伝子が関与
するため、従来のDNAマーカーによる選
抜に代わる新たな方法（スマート育種）
を導入していくことが求められています。

・周年栽培が可能な四季成り性いちごにお
いて、複数の果実形質を同時に選抜可能
なGS法の有効性を検証しました。

研究課題名：ゲノミックセレクション法（GS）を用いたいちごの
果実形質選抜システムの実証

図 GS法による交配親選定と形質DNAマーカー選抜フロー

※本研究は、戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「ス
マートバイオ産業・農業基盤技術」（管理法人：生研支援セン
ター）によって実施しました。

・これまでは困難であった、複数の遺伝子
が関与する形質の選抜が可能となり、い
ちごの品種育成の効率化が期待されます。

DNA情報

形質調査データ

①GS法の予測値から交配親の選定

相互交配

②形質DNAマーカーによる実生選抜

ほ場に定植
（約400個体)

実生集団
（約2000～3000個体）

・GS法により３世代に渡り選抜した結果、果実形
質が優れた交配母本３系統を育成しました。
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